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ロンビック機構について 
 

1999/2/28 平田宏一 
 

１．ロンビック機構の構成 
 
 図 1 にロンビック機構の構成を示す。ここで、p：
歯車の軸間距離（=歯車のピッチ円直径）、L：連接
棒長さ、R：クランク半径、e：ずれ、Y(=p-2e)：ヨ

ーク長さ、である。 

 
２．ピストン変位 

 
 図 2 に示すように、左側の歯車に着目する。歯車
の中心を原点とし、図中のクランク角をθとすると、

パワーピストンの変位 xp 及びディスプレーサの変

位 xdは次式となる。 

( ) θ+θ−−= cosRsinReLx p
22  (1) 

( ) θ+θ−−−= cosRsinReLx d
22  (2) 

 
３．各ピストンの上死点・下死点及びストローク 

 
 パワーピストンの上死点 xp,max及び下死点xp,minは

図 3(a)及び(b)に示す位置であるので、 

( ) 22 eRLx max,p −+=  (3) 

( ) 22 eRLx min,p −−=  (4) 

となる。したがって、ストローク Spは、 

( ) ( )
S

eRLeRL

xxS min,pmax,pp

≡

−−−−+=

−=

2222  (5) 

となる。 
 同様にディスプレーサの上死点 xd,max 及び下死点
xd,minは図 4(a)及び(b)に示す位置となり、 

( ) min,pmax,d xeRLx −=−−−= 22  (6) 

( ) max,pmin,d xeRLx −=−+−= 22  (7) 

で表される。したがって、ストローク Sdは、 

( ) ( )
S

eRLeRL

xxS min,dmax,dd

≡

−−−−+=

−=

2222  (8) 

となる。 

 
４．ピストン位相差 

 
 図 3(a)に示すパワーピストンの上死点及び図 4(a)
に示すディスプレーサの上死点に着目して、位相差

αを 
α=θ+θ pd  (9) 

と定義する。図 3(a)及び図 4(a)より、 

RL
e

sin p +
=θ  (10) 

RL

x
cos max,p

p +
=θ  (11) 

RL
e

sin d −
=θ  (12) 

 
図 1 ロンビック機構 

 
図 2 ピストン変位 
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RL

x
cos max,d

d −

−
=θ  (13) 

である。式(9)より、 
( ) α=θ+θ coscos pd  

α=θθ−θθ cossinsincoscos pdpd  (14) 

式(3)、(4)、(6)、(7)、(10)～(11)を式(14)に代入して、  

( ) ( )
α=

−

−−++−
cos

RL

eRLeRLe
22

22222224 2
 

 (15) 
となる。 
 ここで、α=π/2 のとき、cosα=0 であるので、式

(15)から、 

( )22

22

2 RL

RLe
+

−=  (16) 

が導かれる。 

 
５．計算例 

 
 以上で導出された計算式を用いることで、L、R
及び eを設定すれば、ピストン変位 xp、xd、ストロ

ーク S 及び位相差αを求めることができる。 
 一例として、L=18 (mm)、R=3.6 (mm)、e=12 (mm)
とした場合、式(1)及び(2)より、ピストン変位 xp 及

び xdは図 5 のようになる。 
 式(3)及び(4)より、 

( ) mm..x max,p 9617126318 22 =−+=  

( ) mm..x min,p 967126318 22 =−−=  

 式(6)及び(7)より、 

( ) mm..x max,d 967126318 22 −=−−−=  

( ) mm..x min,d 9617126318 22 −=−+−=  

 したがって、ストローク S は、 
mm..SSS dp 109679617 =−===  

である。 

 
図 3 パワーピストンの上死点及び下死点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 ピストン変位の計算例 

 
図 4 ディスプレーサの上死点及び下死点 
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 式(15)より、位相差αは、 

( ) ( )

04311
041

6318

126318126318212
22

22222224

.
.

.

..
cos

−=

−

−−++−
=α

deg.
.

.
cos 290

04311
0411 =





−=α −  

となる。 
 また、歯車の軸間距離を p=42 (mm)とすると、ヨ

ーク長さY は、 
mmepY 182 =−=  

となる。 


